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1. はじめに 

遊離脂肪酸や油脂を構成する脂肪酸はメチルエ

ステル化した後ガスクロマトグラフィ（GC）で分

離されるか、直接逆相分配HPLCで分析されます。

検出器として短波長の UV検出や示差屈折率計、ま

たは蒸発光散乱検出器（ELSD）が一般的ですが、

十分な感度が得られない場合や検量線の直線性に

問題がある場合があります。LC/MS による検出で

は高感度かつ選択的な検出が可能です。 

 

2. 実験条件 

〈システム構成〉 

Agilent 1260 Infinity II LC（Quaternary pump） 

Agilent InfinityLab LC/MSD 

〈分析条件〉 

 

〈試料〉 

各脂肪酸を THFに溶解し、試料としました。 

表 1. 脂肪酸類と SIMイオン  

 

3. 結果及び考察 

図 1にラウリン酸のマススペクトルを示しまし

た。プロトン脱離イオンとして ESIイオン源で容

易にイオン化しました。 

図 2に 50 mg/Lのマスクロマトグラムを示しま

した。今回の分析条件では近接しているミリスチ

ン酸とリノレン酸が分離する条件を作成しました

が、m/zにより選択検出できるため分析時間の短

縮も可能です。 

HPLC条件

カラム InfinityLab Poroshell 120 HPH-C8, 2.1x100 mm, 2.7 µm

P/N: 695775-706

流速 0.5 mL/min

移動相A 5 mM 酢酸アンモニウム

移動相B アセトニトリル

Gradient 55%B(0 min) -> 100%B(3 min) -> 100%B(6 min)

カラム温度 40℃

注入量 5 µL 

LC/MS条件

イオン源 ESI

Nebulizer 50 psi

乾燥ガス 11L/min at 350℃

キャピラリ電圧 3000V

シグナル1 Negative、SIM table 参照 @fragmentor110V

脂肪酸 炭素鎖長/二重結合 m/z

ラウリン酸 12/0 199

ミリスチン酸 14/0 227

パルミチン酸 16/0 255

ステアリン酸 18/0 283

オレイン酸 18/1 281

リノール酸 18/2 279

リノレン酸 18/3 277

アラキジン酸 20/0 311

ベヘン酸 22/0 339

<要旨>  

 脂肪酸は油脂や脂質などの構成成分である有機酸です。脂肪酸をメチ

ルエステル化した後、ガスクロマトグラフィ（GC）で分析する方法があ

りますが、誘導体化の手間を必要とします。一方、HPLCでは直接分析

が可能です。検出には短波長の UV検出器や示差屈折率計及び蒸発光散

乱検出器（ELSD）が一般的です。LC/MSによる分離検出では高感度か

つ選択的な検出が可能です。本アプリケーションノートでは短時間にシ

ンプルな測定条件で脂肪酸分析を行った例を紹介します。 



 

 

 

図 1.ラウリン酸およびミリスチン酸のマススペク

トル 

 

図 2. 各脂肪酸の SIMクロマトグラム 

 

 

 表 2に各脂肪酸の直線性範囲と相関係数を示し

ました。いずれの化合物も相関係数 0.995以上の

良好な直線性を示しました。また、5 µg/Lにおけ

る S/N を示しました。 

 

表 2. 直線性と 5 µg/L における S/N（6σ） 

 

 

 

4. まとめ 

6分以内にC12から 22の脂肪酸の分析を行いま

した。LC/MS を検出器に用いることにより、選択

性の高い検出が可能です。5から 5000 µg/Lの範囲

の直線性も良好でした。また、5 µg/L試料において

も良好な感度を示しました。 

 

 

 

脂肪酸 直線性範囲（µg/L) 相関係数 5 µg/LのS/N

ラウリン酸 5-5000 0.999 89.3

ミリスチン酸 5-5000 0.999 7.2

パルミチン酸 5-5000 0.999 20

ステアリン酸 5-5000 0.999 19.7

オレイン酸 5-5000 0.999 40.8

リノール酸 5-5000 0.999 9.3

リノレン酸 5-5000 0.996 57.8

アラキジン酸 5-5000 0.995 192.5

ベヘン酸 5-1000 0.997 215.1
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